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Ⅰ．はじめに

　佐賀県内の原木シイタケ栽培施設においてシイタケオオヒロズ
コガの近縁種（以下，シイタケオオヒロズコガ類）と思われる害
虫の発生が多く確認されている（1）。シイタケオオヒロズコガ
類はシイタケ菌糸を食害し，成長するにつれて原木の材内部に侵
入する（3）。この幼虫がほだ木内に侵入すると，シイタケ子実
体の収量減少や，子実体へ幼虫が侵入することによる異物混入の
問題が懸念される。九州各県でも本種の被害発生は多く確認され
ており，問題となっている（2）。前報では，県内のシイタケオ
オヒロズコガ類の発生消長を明らかにした。また，佐賀県林業試
験場内の人工ほだ場で LED 捕虫器による誘引捕殺試験を行った
ところ，推定羽化数の約 65％を捕殺することができた（1）。
　本報では，継続的な LED 捕虫器の設置に，どのくらい個体数
抑制効果があるか調査した。

Ⅱ．試験の方法

　佐賀県林業試験場（標高 11ｍ）内の人工ほだ場で LED 捕虫器
（LED キャッチャー：みのる産業株式会社）を用いて，誘引捕殺
試験を行った。ほだ場の面積は 200㎡（10ｍ× 20ｍ），高さ
255cm，天面はダイオフララ 60cm（ダイオ化成株社製）を 10ｍ
× 134 列設置しており，壁面はダイオフララ 60cm を 4 段にして
全面を被覆している。調査ほだ木は，前報（1）と同じほだ木で
あり，試験区 1 が発生 4 年目（平成 21 年 4 月植菌 ) の 110 本，
試験区 2 が発生 2 年目（平成 23 年 4 月植菌）の 70 本である。供
試種菌は，菌興椎茸共同組合の形成菌 115 号を使用した。また，
試験区 1・2 間に高さ 1.8ｍの防虫ネット（1mm メッシュ）を設
置した。LED 捕虫器は試験区 1 ではほだ木列の両端から約 5ｍ
離れた場所に 6 基，試験区 2 ではほだ木列の間に 3 基，いずれも
地面から高さ 20cm のところに設置した（図－ 1）。LED で誘引

されているかどうか調べるため，全 9 基のうち 7 基を点灯させ，
試験区 1 の 2 基を点灯させなかった。平成 25 年 4 月 24 日から
10 月 1 日までの間，1 週間毎に全てのほだ木より発生したシイタ
ケオオヒロズコガ類の脱皮殻と捕虫器で捕殺されたシイタケオオ
ヒロズコガ類の成虫を計数した。試験期間中の平均気温は
24.0 ℃，最低・最高気温はそれぞれ 13.3 ℃，30.7 ℃であった。

Ⅲ．結果と考察

　LED を点灯させた捕虫器 1 基あたりの平均捕虫頭数は 37.4 頭
であったが，LED を点灯させなかった捕虫器 1 基あたりの平均
捕虫頭数は 1.5 頭であった（表－ 1）。これより，シイタケオオヒ
ロズコガ類は LED により誘引されていると考えられた。村上

（2010）も同様の結果を得ている（4）。試験区 1 の脱皮殻数は 0.5
個/本，試験区 2 の脱皮殻数は 3.3個/本であった。同試験区での
平成 24 年の脱皮殻数は，試験区 1 で 2.1個/本，試験区 2 で 9.2個
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図－１．試験区及び捕虫器（▲：点灯，△：非点灯）の設置位置
※試験区内の縦線はほだ木の設置列，一点破線は防虫ネットを示している．
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/本であった（1）。昨年と比べると両試験区共に脱皮殻数が減少
した。村上（2011）では，シイタケ発生 2 年目のほだ木でシイタ
ケオオヒロズコガ類の羽化数（脱皮殻数）が最大となると報告さ
れている（5）。当研究の試験区 2 では，シイタケ発生 1 年目と
比べて 2 年目のほだ木において逆に羽化数（脱皮殻数）が減少し
た。試験区 2 では，平成 24 年に約 633 個（ほだ場全体では約
954 個）の脱皮殻を計数し，ほだ場内に設置した 6 基の捕虫器で
623 個の成虫を捕獲した（1）。昨年より設置した LED 捕虫器に

よる個体数抑制の効果があったと考えられる。
　ほだ場全体で確認できた脱皮殻数は 203 個であった。捕虫器 9
基で捕虫できた合計捕虫数は 265 頭であった。羽化した個体の多
くを捕虫できたと推測される。脱皮殻数より，捕虫数が多かった
原因については，現時点では不明である。今後は外部からの侵入
を防ぐような対策をした上で同様の調査を実施したい。LED 捕
虫器による捕殺を続けることでほだ場全体のシイタケオオヒロズ
コガ類の羽化数が低減するか引き続き調査したい。
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表－1．各捕虫器における捕虫頭数
捕虫器 試験区 捕虫頭数

捕虫器① 1 26
捕虫器② 1 8
捕虫器③ 1 29
捕虫器④ 1 25
捕虫器⑤ 1 3
捕虫器⑥ 1 0
捕虫器⑦ 2 50
捕虫器⑧ 2 49
捕虫器⑨ 2 75

捕虫頭数合計 1 265
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